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令和６年度 第４回北海道後志地域公共交通活性化協議会総会 

会議録（要旨） 

１ 概 要 

（１）開催日時 令和７年１月 29日（水）14:00 ～ 15:50 

（２）開催場所 北海道後志総合振興局３階第１会議室及びオンライン（Zoom） 

（３）議事  

ア 開会 

イ 会長挨拶 

ウ 議題 

北海道後志地域公共交通計画の改訂について（雷電線における地域旅客運送

サービス継続事業の位置づけ）【議案第１号】（資料１） 

エ 報告 

（ア）
令和６年度の各施策・事業の実施状況及び令和７年度の予定について（資

料２） 

（イ）バス運転手在籍者数調査報告（資料３） 

オ 事例発表 

（ア）赤井川村：むらバスの軌跡（資料４） 

（イ）北海道後志総合振興局：バス運転手確保の取組について（資料５） 

カ 国制度についての情報共有（資料６） 

キ その他 

ク 閉会 

 

２ 配布資料 

（１）次第・出欠席名簿・配席図・委員名簿 

（２）資料１～６ 

（３）日本版ライドシェアのバージョンアップ等について 

 

３ 会議概要 

事務局から、議案第１号については説明し、委員に承認された。また、事務局から報 

告事項について説明し、意見交換を行った。事例発表として、赤井川村のむらバス取組 

と振興局の運転手確保の取組について、事例発表を行い、国から日本版ライドシェアの 

バージョンアップ等についての解説があった。 

 

４ その他 

（１）報告事項の後の意見交換等 

（黒松内町 バス運転手確保「南後志の運転手確保の取組について」）： 

 事務局の説明で先ほどから出ている通り、路線バスを含めて、ドライバー不足という 

ことが顕著になり、３町村連携した取り組みを行うということで、まず、流れとしまし 

ては今年の 4月に、寿都町、島牧村さんと協定を結んで、事業開始しております。 

事業としては、運転手確保雇用確保の取り組みと、あと３町村の職員を対象とした人 

材育成事業という２つでございます。人材育成事業につきましては、10 月の 23 日から

24 日にかけて、地域公共交通アドバイザーの為国先生をお招きして、20人規模の研修を
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黒松内町で行っております。 

 あと、雇用確保の取り組みにつきましては、今年４月に公募型プロポーザルを開始し 

まして、さらに、株式会社マイナビに業者決定をいたしましてスタートしております。 

事業の中身としましては、寿都町、島牧村、黒松内町の路線を走っているニセコバス等 

の協力企業としてお招きし、寿都町の磯谷ハイヤーと黒松内町の黒松内ハイヤーにも 

ご協力いただきまして、ニセコバスと３つの企業の運転手を募るという形で進めてま 

す。マイナビ転職というＷｅｂサイトに各求人広告を出すのと、あと３町村とニセコバ 

スを紹介するパンフレットの作成。また、東京の転職フェアというイベントに３町村と 

ニセコバスで参加するという、そういった内容でございます。転職フェアにつきまして 

は１月の 26 日つい先日ですが、７名で行って参りました。ブースを出し、そこで求人の 

面談を行ったのですが、その日１日かけて 32 名の方と面談することができました。やは 

り東京都で職を探している方が主なので、いきなり北海道ということは、ハードルが高 

かったとは思いますし、いきなりそこで採用ということはもちろんならなかったですが、 

面談した方の中には、中高年の方が多いと思うのですが、第２の人生として、北海道に 

行くという選択肢があったのかという、気づかされたという方も、声も聞かれましたの 

で、一定の効果があったのではないかと思っています。 

申し遅れましたがこの事業は、北海道の地域づくり総合交付金の連携加速化事業によ 

 る手助けをいただいて、進めております。 

 

（北海道中央バス株式会社 バス運転手確保「人材確保の取組について」）： 

 当社が行っている採用活動に関してですが、求人サイト、有料サイトの見直し等を行 

っています。先ほど事務局からもお話がありましたけれども、道外を含めました合同就 

職説明会ですとか、退職自衛官への就職説明会ですとか、当社独自としましては、中央 

バス自動車学校で運転体験会付きの説明会を実施、こちら過去７回実施しまして、30 名 

近くが参加、一部はそのまま採用に繋がった事例があります。 

ただ札幌地区では、効果が出ていますが、残念ながら後志地区の方では、採用がない 

 というのが現状です。事務局の資料からもありましたが、50 代 60 代が、運転手の大部分

を占めています。２種免許を持っている方はそもそも 50 代以上が非常に多いという問題

がありまして、なかなか若年者の採用というのが厳しい状況になっております。 

 

（ニセコバス株式会社 バス運転手確保「人材確保の取組について」）： 

日頃から沿線自治体の皆様にはご協力いただきまして、感謝しております。 

ただ乗務員不足はもう本当に深刻でございまして、この資料では１月１日時点で 45名

となっておりますが、この時点から早くも２名の退職が決まっております。また、長期

療養者も出て全く回らないという状況で、関係する自治体からのご協力を仰ぎながら、

２月から３月の間に、路線バスの一部を運休するというところまできている状況でござ

います。 

採用への取り組みについてですが、弊社では、かれこれ 10年前から、親会社である北

海道中央バスと一緒に職場体験会など色々な取組を実施してきました。最近の採用者に

は移住される方が多いことから、先日も、後志総合振興局さんや黒松内町さんをはじめ

とする沿線自治体の皆さんと一緒に、首都圏での移住・求人イベントに参加させていた
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だきましたが、年々、採用の問い合わせが減っているというのが現状であります。 

採用だけではなく、どのように退職させないようにするか、離職防止対策にも取り組

みました。乗務員から冬の外国人との対応に非常にストレスを感じているとのことでし

たので、沿線自治体に補助をいただいて、クレジットカードによるキャッシュレス決済

を導入させていただきました。また夜遅くに勤務が終了し、翌日は朝早く出勤しなけれ

ばならず体がきついとの話もありましたので、倶知安町観光協会さんの取組に合わせて

夜間のバス運行を止めさせていただき業務改善を図りました。それでも乗務員はやはり

仕事がきついからとの理由で辞めていくという状況であります。 

新規採用の部分でも、なかなかもう問い合わせがないということについて、今の時代

の中で、当社の休日数は年間 90 日しかない。このような処遇を改善しなければ、業務量

削減、イベント等への参加など、一生懸命頑張っても、乗務員が集まらずに、今回のよ

うな臨時の運休を実施して、沿線自治体の皆さんにご迷惑をかけてしまうという事態に

なると思います。そのためには、１便当り１桁しかご利用されていない路線バスのを見

直しを行い、バスでなければ輸送することが出来ない多く人数が利用する路線だけを残

し、そして改善を図っていく、そういったことも今後考えていただければならないと思

っています。 

これまで、沿線自治体様から路線の維持の要望を受け、我々も、乗務員が少なくなっ

ても極力便数を維持するようにして参りましたが、結果的には乗務員の勤務がきつくな

り、そのつけが、今の採用の問い合わせが少ないという結果につながってしまったので

はないかと反省しております。従いまして、来年度以降はその反省を踏まえた取り組み

を進めていただければならないと考えているところでございます。 

その節はぜひとも、沿線自治体の皆様にもご理解をいただきたく存じます。そうしな

ければ、乗務員が退職でいなくなり、採用もできなくて、バス事業がなくなってしまう

という状況になりかねません。どうか、利用実態に応じた適正な交通モードの選択、１

便１桁の利用しかないような路線についての見直しといった検討に、是非とも沿線自治

体の皆さん並びに振興局の皆さんにもご協力を賜りたいと思います。 

 

（道南バス株式会社 バス運転手確保「人材確保の取組について」）： 

中央バス様、それからニセコバス様が先にご報告いただきましたが、当社もまず同じ

状態であるというところを言わせていただきます。ドライバーのことにつきましては法

令ですとかで、もう数年来ドライバーが足りない状況です。 

確保のための取り組みということを、ここ数年、取り組んでおりますけれども、なか 

 なか採用にも結びつかないところですが、引き続き当社が行ってきた取り組みといいま

すか、会社説明会形態として、令和６年度は３回実施しています。それ以外にも、自治

体様ですとか、北海道様、それから北海道運輸局様、こちらの方のご協力の中で、数を

重ねているというところですが、当社の取り組みは今後も実施をして参ります。 

ただ、今、ドライバーのその待遇の現状というのも、当社も昨年の４月に一部見直し

をいたしまして、2024 年問題に対応するべく、減便等を実施したということでございま

して、待遇面のリスクを感じ、見直しをしております。そういうところをやっていただ 

かなければ、今後、ドライバーの確保というのは、難しいと思いますし、逆にこの後志

地域は、これだけの外国の方が、いらっしゃって、外国人の方も定着していらっしゃる
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という中で、バス会社、運転手という職種を選んでいただくということは非常に難しい

のかなという風に思っているところであります。私どもも、やはり今後、ドライバーの

数が戻ってこなければ、営業所自体の取り扱いというところにも関わってくるという状

況もございます。地域の交通の最適化という表現はどうかという風には思いますけれど

も、やはり観点として、一定量のボリュームがあるところは、交通事業者が担っていく、

それ以外の地域以外の部分での、ご利用というところであれば、そこを自治体の皆様の

方がどのように考えていただけるかというところを、これまでも色々各自治体様の、交

通計画ですとか、そういうところで出てきてはありますけれども、そういうところをさ

らに議論していかなければいけないのかなという風に思っているところです。 

他の地域になりますが、今私どもの方で、移住フェアですとか、色々な地域ごとにご 

協力いただいて参加しておりますが、自治体様の方も、運転手確保のための取り組みと

して、道南バスのある一定の営業所に勤務した場合、それから道内においても、転居で

営業所に勤務した場合というような想定別で、その自治体様の路線バスの維持に関わる

ような事案に関しては、移住施策等の支援策について、色々と協議をさせていただいて

います。 

当社としては、当然 1営業所だけで、維持ができるとは思っておりませんので、地域 

別でのより具体的な内容をもって、地域の自治体様の方にも、運転手確保の取り組みの 1

つというところで、移住施策等をご紹介させていただくとともに、ご相談をさせていた

だきたいという風に思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

（余市町 乗換環境及び各交通間の接続性・利便性の向上「ＪＲ余市駅周辺エリアの整

備について」）： 

余市町では、ＪＲ余市駅周辺エリアについて、再編整備に向けた検討を進めておりま 

して、並行在来線のバス転換を見通した中で、鉄道が廃止となったときには、余市町の

ＪＲ余市駅前っていうのは、拠点、地域間を結ぶ、結節点としての機能を求められてい

くというふうに認識しておりまして、その中で、余市駅周辺エリアを余市町の玄関口に

ふさわしい、交通広場として再編整備を行いたいというふうに考えておりまして、その

ための各種調査ですとか、将来予測などを行いながら、そのあり方について検討を進め

ているところであります。 

 少々具体的に申しますと、令和５年度から地域公共交通の実態調査。そしてその調査

結果に基づきまして、各種交通手段の 

利用者数がどうなるとか、また余市駅前、その周辺エリアの利用者がどのようにな 

るのかだとか、そういった将来予測などを行いまして、さらにまたそれに基づきまして、 

交通結節点としての規模算定ですとか、施設計画値について、試算検討を進めていると 

ころであります。 

 現在は大きく３パターンぐらいですが複数案の整備パターンですとかレイアウト案を 

作成しまして、関係機関の皆様と協議を進めているところでありまして、また当然であ 

りますけれども、余市町地域公共交通活性化協議会にも、随時その検討状況など報告 

説明いたしまして、精力的にご協議をいただいているような状況でございます。 

あと、これは内部の話ですが、この余市駅周辺エリアの再編整備に当たりまし 

ては、地域公共交通計画ですとか、都市計画マスタープラン、立地適正化計画など、関
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連計画との整合性を図る必要もあるものですから、それに係る所要の作業を進めており

ますのと、併せまして、地域公共交通利便増進計画の策定に向けた作業も今現在進めて

いるところであります。 

 なお、本件につきましては、北海道新幹線の札幌延伸の時期を 2030 年度と想定した中 

で、作業を進めていましたので、今後それらの時期が明らかになった時点では改めて想 

定施設規模などについては修正を行う必要があるのかなと思っているところであります。 

そして、私ども地域公共交通の担当者の立場としては、バス転換ということを前提にお 

話させていただきますけれども、その時期が確定したときに、準備不足でそれに対応で 

きないということのないように、今できることはどんどんやっていこうという考え方で、 

様々な準備作業を進めているところではありますけれども、その時期が見通せないとい 

う状況がいつまでも続くのでありましたら、特に財政状況の都合などから 

バス転換への対応に向けた様々な取り組みというのは、優先順位を下げられてしまうと

いいますか、後回しにせざるをえない状況となることも、担当としては懸 

念しているところであります。 

 

（積丹町 公共交通空白地域対策「しゃこバスの運行について」）： 

しゃこバスにつきましては令和５年９月をもって積丹町内を走る北海道中央バス株式 

会社の積丹線の一部区間が、廃止されることに伴い、令和５年 10 月から町の公共交通と

して、しゃこバスという形で運行させていただいております。 

運行している便数につきましては、基本的には北海道中央バス株式会社が運行してい 

た便数を維持することとしておりますが、一方で効率的な運行を行い、運行費用等につ

いても圧縮を図るため、運行する便の半数以上は予約便で運行してございます。 

利用料金につきましては、北海道中央バス株式会社が運行していただいてた金額から 

も平均して半額程度と、非常に安価には設定していますが、その一方で従来から、運行

しておりました、例えば積丹町立国民健康保険診療所の無料送迎バスですとか、そうい

ったものは廃止しております。 

運行開始した令和５年 10月から１年強たっているわけですけれども課題も複数見えて 

きております。まず、お客様の乗車人数につきましては、北海道中央バス株式会社が運

行していた際の乗車人数の 60～65％程度にとどまっている状況です。１年目ということ

で認知も弱いというところもあります。 

しゃこバスについては、現時点でキャッシュレス決済が未導入となっておりまして、 

利用者の方の利便性という面、また、夏の 6 月から 8 月乗客が非常に多く、そのお金の

受け渡しで、時間に遅れてしまいダイヤに狂いが生じていることも発生しており、神威

岬からこちらの役場の美国地区に戻ってきて、北海道中央バス株式会社が運行する、札

幌圏の便に接続する便が、間に合っていないのではないかという、懸念があり、その対

応も必要かと思っております。 

 また、予約便の話を先ほど申し上げましたが、観光事業者等から、７月から８月にか 

けての、繁忙時期だけでも、全便運行としてできないのだろうか、などの要望等いただ 

いていることです。 

課題としては、かなりたくさんある状態ですけれども、最初の１年間は試験期間と位 

置付けておりまして、課題の洗い出しなども行っておりますので、より良い運行ができ
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るよう、努力をしていきたいと考えています。 

 

（蘭越町 公共交通空白地域対策「地域公共交通計画の策定に関することについて」）： 

本町では、らんらん号という患者送迎バスを進化させたものが、ずっと続けてきたと 

ころですが、地域が広いものですから、その見直しということもあり北海道庁からの職

員派遣をいただいたり、昨年一昨年は総務省のアドバイザー制度を活用しまして有識者

の方に、ご助言ご指導いただいて現在計画策定に向けて準備をしているところでござい

ます。これによりまして町内の交通事業者ですとか、また、近隣の調査の各種団体、町

民に、アンケート調査ヒアリングを行いまして、交通体系の把握に努めているところで

ございます。 

この後につきましては、一番の理想は、デマンド型の運行体系の構築が本来目指して 

るところではございますけれども、そちらに向け、地域公共交通会議の方で協議してい

くということで現在話を進めているところでございます。本来であれば 4 月からやりた

かったですが、準備が整いませんでしたので、もう少し時間をいただくことになろうか

と思っております。 

 

（JR 北海道 観光誘客と公共交通利用促進が一体となった取組「特急ニセコ号につい

て」）： 

公共交通の利用促進イベントキャンペーンの取り組みの 1つとしてご紹介をいたし  

ます。特急ニセコ号の運行を毎年行っていますが、昨年は、９月に 16 日間の運行をいた

しました。運転区間は札幌函館１日１往復です。車両編成は、はまなす編成と言われる

比較的新しい車両で、５両編成で全車指定席（注記：１号車「はまなすラウンジ」はフ

リースペース）での運行でした。 

 せっかくこういう場なので、沿線の皆様だとか、高校生、あと旅行会社さんからアン 

ケートをとった、その内容も交えながらご紹介をしたいと思っています。ニセコ号の 

特徴としてですね、沿線地域の皆様方による、いわゆる山線と言われる自然豊かな風景 

をお楽しみいただきながら、沿線の魅力を感じていただくという取り組みとして、おも 

てなしイベント「ニセコトレインマルシェ」というものを開催していましてこれは旅行 

会社さんからもとても好評いただいているものです。 

 沿線地域の連携、15ヶ所、対前年４ヶ所増、沿線高校の協力６校対前年４校増という 

ことで、かなり盛り上げにご協力をいただきました。ただ、一方で、下り、札幌に向か

う便については、全くないことはなかったのですけども、なかなかおもてなしの種類が

少ないといいますか、それは残念だったなあというお声があったり、全ての日程で全部

のおもてなしがあると、商品の宣伝もしやすいのだけれども、といったような旅行会社

さんからのお声があったりしました。 

数年前は鉄道愛好家の乗車が多かったけれども、近年は旅行を純粋に楽しんでる方が 

多く見受けられましたというお声は、今後の内容をどのように準備するかというところ

の参考になるかと思いますのでご紹介をいたします。 

あと少し残念だったというふうなご意見について、これは沿線の皆様だとか、お店の 

方からの声だったのですけれども、揺れる車内でドリンクを準備するのは大変だったと

いうお声があったり、事前準備のスペースがちょっと狭かったよという風なお声があっ
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たのでこれも参考にしていただきたいと思います。また、車内物販から停車駅での物販

に切り換えたところがあるんですけれども、停車時間が短く感じたというお声がありま

した。あとは停車駅での物販が予約であることを把握してないお客様が多くいらっしゃ

ったので、そこら辺の宣伝ですね、当社も工夫をしていきたいと思っています。 

あとは先ほど少し触れましたけれども沿線のおもてなしがあるということで商品の付

加価値が向上できましたという旅行会社さんの意見が強くあったのと、一般にも、沿線

のおもてなしがある列車という内容で、商品媒体で掲載することができたので、とても

魅力的ですという話がありました。そしてこれも先ほど紹介しましたけども全日程で実

施のおもてなしが増えるといいなということです。 

来年も引き続き、特急ニセコ号を走らせていきたいという風に弊社では考えておりま 

して、スケジュールを大体、昨年と同様で計画をしようと思っています。全体の動きと

しては、そろそろ、沿線の皆様、沿線の高校の皆様にですね、打診をしていく時期が、

１月から２月でして、今年度は７月下旬にはプレスリリースということで、世の中に情

報を出していきましたのでおそらく同じぐらいの時期になろうかという風に思います。 

走らせる期間もですね、９月のニセコがとても魅力的だということで、もう認知も広が 

っていますので、おそらく９月の運行になろうかというふうに思います。 

 ニセコ号の手応えとしては、概ねご好評いただいていて、下り列車については、まだ 

集客の余地があるという風に思っているのですけれども、上り列車については、皆様か

らご好評いただいているおもてなしも、とても喜ばれているという手応えを感じていま

すので、引き続きご協力いただきながら進めていきたいと思っています。 

 

（小樽市 観光誘客と公共交通利用促進が一体となった取組及びバス運転手確保「小樽

市地域公共交通活性化協議会の取組について」）： 

小樽市というよりも小樽市地域公共交通活性化協議会としてやっている事業ですけれ

ども、ＳＮＳでの情報発信やショート動画を北海道科学大学と北海道中央バス株式会社

と共同で作成してＹｏｕｔｕｂｅで流したりということをやってます。 

目的としては、基本的な部分ですが、利用促進と最近では乗務員不足への対応という

ところがあるのですが、ただ、なかなか正面切って、街にとってとか、北海道中央バス

株式会社さんのためにとなっていきますと、見てくれる人しか見てくれないというか、

興味のある人にしか見てもらえないというのがあって、なるべく方向性としては小樽の

風景の中に、日常の風景の中にバスがいる写真をあげたりしています。  

ショートムービーについても、一見するとなぜ利用促進なのかという内容でもあるの 

ですが、一般的なドラマとして見ていただいたところにバスが映り込んでいる、乗務員

さんが映り込んでいる。見ていただいた方にバスとか停留所とか、公共交通のイメージ

を頭の中に持ってもらう、そういったような目的でやっています。 

実際の効果として見てくれた人数は分かりますが、それが実際バスに乗ったのか、乗

務員さんになったのかというのはなかなか分からないのですけれど、裾野を広げるとか、

いかに公共交通を意識してもらうかというところが大事かなと思っていますので、今後

とも継続してやっていきたいと考えています。 
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（小樽商科大学 これまでの内容を踏まえて）： 

 人の流れというのは人間の基本的な権利と言われており、そういった分野に皆さんは、 

ご対応されてるということで非常に感銘を受けました。ありがとうございました。 

やはり人材不足というのがやっぱりここで一番大きなテーマではないかと思うのです 

が、先ほどお話あった、離職が多いという内容がこれもまた 1つの問題だと思いますが、

この辺はやはり福利厚生制度であるとか、給与であるとかですねこういう問題がいろい

ろ絡んでいくと思います。 

エッセンシャルワーカーと、ドライバーも考えることもできると思うのですよね。 

そうなるとやっぱり人材プールとか、そういうのができないのかな。1社で囲い込むとい 

うわけではなくて、そうしたものを標準化して囲い込めるような人事政策みたいなもの 

ができれば良いなと思いました。夢みたいなこと言っているかもしれませんが、そうい 

ったことを感じました。 

 それとやっぱりあと 20代とかそういう若手もやはり、今後採用していかなければなら 

ない。もちろん技術の発展によってそういったものが変わってくるかもしれませんけど 

も、そうした人材についてはやはり職務そのものの見直しというのも必要ではないのか 

と。もちろん安全に運転して運行できるという、基本行動が必要なのですけれども、や 

はり個人的サービスということなので、サービス業の観点ですね。そうしたものを持つ 

ということも必要かなと思いました。バスというのはやっぱりコミュニケーションツー 

ルでもありますので、そうしたものを仕事の中にどう組み込んでいくか、もちろんこれ、 

過重労働になってしまうじゃないかと、こう言われるところもありますけれども、今後 

やっぱりやりがいとかそういうものも、ともすれば新しいやりがいといった方がいいで 

すかね、そうしたものも感じてもらうために新しい方針とかですねそうしたものも与え 

ていくといいますか、そういったものも必要じゃないかと思いました。 

 

（札幌学院大学からの質問）： 

 前提としての確認、資料の 2－1の方針１、路線バスのドライバー数とＲ5年実績値で 

264 人と入っていますが、先ほどご説明いただいた資料 3では、現状調査のドライバー数 

が 184 人とご報告いただいています。約 80人の乖離がありますが、この辺は、整理の仕 

方とかそういった違いがあるのでしょうか。 

 

（事務局からの回答）： 

資料の 2－1の方針１については、令和４年度の計画策定当時に行った調査方法に従い、 

後志地域にある営業所の所属ドライバー数で示していますが、資料３は、現在の実際の

複数市町村を跨ぐ広域交通を運行している営業所のドライバー数を集計した物で、小樽

市内交通のみを担当する北海道中央バス株式会社のオタモイ営業所を除き、倶知安営業

所の担当路線を補助している道南バス株式会社の洞爺営業所を加えたドライバー数とな

っています。 

 

（札幌学院大学 これまでの内容を踏まえて）： 

質問の結果で想定すると、今現状でいうと 100、184 人が実態というところ。⑧の目標

値 293 人、現状維持で 293 人ってことなのですけど、実態値で見て令和８年度のＫＰＩ
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の達成は現状かなり厳しいところに来ているのではないかと考えられます。1つのやり方

として、このＫＰＩを実態に合わせて見直してはどうかというのが、私の意見です。乖

離したままで、目標値を掲げても、よろしくないと思います。ここの見直しをやっては

いかがかというところがまず 1点ございます。 

あと 2点目として、バスの運転手の在籍者数の調査について、先ほどご報告いただい 

たところですが、数字を見ていただいて明らかなように、現状を考えると５年後は、何 

とかいけるかもしれないですけども 10年後は、多くの路線が維持困難になるのは明らか 

です。特に北海道中央バスさんの余市とか、道南バス株式会社の洞爺営業所ですよね、 

ここについては 10年後に半分以下になると思いますので、かなり難しい状況になるとい 

うところです。 

今回の計画を立てたときから実態が色々分かり、予想以上に厳しいというのが今わか 

ってきたところです。計画では情報発信とか周知、イベント開催ということでアクショ

ンプランを立てているのですけれども、先ほどニセコバスさんがおっしゃったようにフ

ェーズが変わってきているという認識をこの協議会全体でもって、この問題に取り組ん

でいくしかないかなと思っています。一応計画は令和８年ということで、バスドライバ

ー対策については立てているのですけども、可能であれば 10 年後を見据えて、対策プロ

ジェクトチームを発足させるような形で、やはり官民一体となって、やっていく必要が

あるのではないかなと思います。お話を聞いて、ＫＰＩに関しても、令和８年までの物

は令和８年で見直していただくとしても、10 年後の具体的なＫＰＩをここで再設定をし

て、アクションプランをそこに紐づけるような形でやっていかないと、厳しいかなと思

います。 

 その中で、高卒採用の強化、女性運転手の環境整備、 

先ほど黒松内町さんからご案内のあった首都圏からの移住の推進、これも継続的に住宅 

の確保も含めてやっていくことで、北海道の魅力っていうのを知っていただいて、子育 

てを自然豊かな北海道でやりたいというニーズがひょっとしたら、出てくるかもしれま 

せん。加えて、地域おこし協力隊の活用、こういったのも包括的に含んでやっていかな 

いと、もう 10年後には大変なことになると思っています。 

 

（２）事例発表の後の意見等 

（小樽商科大学）： 

 ご報告ありがとうございます。むらバスの軌跡については褒めるしかないような気が 

します。ちゃんとしたコミュニティ作りを行政の方がやったというのがポイントになる 

のかなということと、あとやはり乗務員の方をうまく活用できている。どうしてなのか 

なというのが聞きたいところではありますけれども、地域コミュニティの人材を上手く 

使うことによって、多様なサービスが生まれているというところで非常にいい例として 

色んなコミュニティに広めていってもいいのではないかとコミュニティによって事情は 

違うと思いますが、基本的な考え方は地域にも伝えていただきたいと思います。 

それともう 1つ、私は物流などでちょっと研究なんかしたことあるのですがやっぱり 

その業者さんのとこへ行きますとやっぱり物的なインフラと情報インフラと人材インフ

ラ、この 3 つがちゃんと合わないと物流というのは、本当は人流もなのですが、上手く

いかないよというようなところで、やはり情報的なものもしっかりと確立されて、イン
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フラは道路があってバスがあってということなんですけれども、そこにうまく人材がマ

ッチングしてるというような感じがいたしますので、その辺を今後とも、さらなる共同

創造に向けてですね、さらに大きくしていってほしいと思います。 

 

（札幌学院大学）： 

赤井川村さんのむらバスに関して将来において希望が持てるような内容のご発表をい

ただいてどうもありがとうございます。これから、後志管内のほかの地域に関しても同

様の取り組みを検討されているかと思うのですけども、参考になるところがたくさん入

っていたのではないかと思います。 

先ほど運転手の確保が重要だっていうところを話したと思うのですけれども、確保と

ともに利用者数の増加、これは利便性の向上というのも含まれますが、これを同時に地

域一丸となってやっていく必要性があるというのが今回の赤井川村さんの事例で明らか

になったところだと思います。 

運転手の確保が最重要課題ですが、今後、地域でコミュニティバスとか検討されてい

くと思うのですが、利便性の向上なくして利用者数が確保できないっていうところを踏

まえていろいろ施策を打っていく必要があるのではないかなと感じています。今回、赤

井川村さんの発表にあった、余市町に向けてバスを走らせて、想定しない通勤の利用が

結構見込まれたということ、この辺もおそらく利便性が良かったっていうところもある

と思います。 

今後シームレスな、ハブアンドスポーク型に移行していくと思うのですけども、シー

ムレスな乗り継ぎ環境というところ、ストレスがないように乗り継いでいくところが、

環境整備では重要になってくるかなと、赤井川村さんのお話を聞いて思いました。結節

性の実態調査はこの協議会では行っていなかったように記憶をしているので、そこにお

金がかかる話でもないかと思いますので一度やられてはどうかと思います。先ほど余市

町さんの方では、単独でおやりになったようなお話があったかもしれないのですけども、

小樽市、多分管内だと岩内、倶知安っていうところが結節点になるかと思いますので、

この実態調査を、来年度に向けて、振興局さんの方で、やっていただければありがたい

なと思っています。オホーツク振興局運営の協議会さんの方では、令和６年に結節点の

実態調査、簡単なものですけれども、やっているようですので、来年度に向けてですね、

この辺、検討いただければと思います。 

 

（３）今後の予定 

  ア 今後も、計画期間の令和８年度まで、毎年度目標達成状況を把握するため、指

標値を測定し、継続的にモニタリングするので、委員の皆様には御協力をお願い

する。 

イ 運用にあたっては、毎年度当協議会を開催し、構成員である皆様と認識の共通

化を図りながら進めてまいる。 

ウ 次回協議会開催は、評価指標の進捗管理について今年度５～６月頃に開催を予

定。 

エ その他、目標等の見直しに向けた協議会の開催が必要となった場合等について

は、随時の開催とするなど、状況に応じた協議を実施してまいる。 


